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柱 具体的な施策のイメージ

1 － 1 小川
 訪れても ら う こ と は入口に過ぎず、 そこ から 長く 滞在し ても ら い消費を促すと と
も に、 再訪し ても ら う と いう 視点が必要。

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 まずは日帰り 来訪を促す取組を推進し 、 次に県内での滞在時間を増やす取組、 さ ら
に宿泊環境の整備に繋げるなど、 段階的な取組を推進すると と も に再訪し ても ら う
よう な交流人口拡大のための取組を推進

1 － 2 小川  連携も 重要だが、 突出し たスポッ ト に磨き上げるこ と も 重要。 ○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❶ 地域資源（ 自然や
食、 伝統文化など） の発
掘・ 選定・ 強化

 県内市町村や事業者等と 緊密に連携し 、 山や川、 温泉などの豊かな自然、 飛騨牛や
鮎、 栗き んと んなどの食、 中山道や地芝居、 戦国武将、 祭り などの歴史・ 伝統文
化、 広域から の誘客が見込まれる音楽フ ェ スなどのイ ベント など、 岐阜県なら では
の地域資源の磨き 上げや情報発信を推進

1 － 3 小川

 データ センタ ーの誘致はよい考えである。 データ センタ ーの立地に必要な要素と
し て、 電力、 水、 敷地の広さ 、 災害リ スク の低さ 、 通信イ ンフ ラ の５ つがある
が、 岐阜県にデータ センタ ーが来ていないのは、 通信イ ンフ ラ の部分が弱いから
だと 思われるため、 そこ に投資し て誘致でき ると よい。

○
２  首都圏・ 関西圏の生
活圏と し て、 働き 住んで
も ら える まち

❷ 先端産業・ 行政機能
等の誘致

 リ ニア開業を見据え、 「 東濃ク ロスエリ ア本社機能移転推進会議」 をはじ め、 官民
連携により 、 大容量で安定し た通信イ ンフ ラ の整備等を通じ て首都圏や関西圏から
の本社機能移転、 研究機関・ サテラ イ ト オフ ィ ス・ データ センタ ー等の誘致を推進

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 リ ニア岐阜県駅を起点と するこ と に加え、 名古屋駅、 岐阜羽島駅、 空港、 既存鉄
道・ 道路など様々なゲート ウェ イ から 訪れる観光客層、 移動経路、 周遊テーマを整
理し 、 タ ーゲッ ト に応じ た観光誘客を推進

○
３  まちの魅力を 高める
基盤整備

❸ リ ニア駅等を 起点と
し た公共交通ネッ ト ワー
ク の充実

 リ ニア開業により 生じ るリ ニア岐阜県駅、 名古屋駅、 岐阜羽島駅などを起点と し た
新たな人流や交通ニーズへの対応及び地域を支える公共交通の維持・ 確保のため、
自動運転など新技術の活用や広域バス路線の創出など、 リ ニア岐阜県駅から の二次
交通を含めた公共交通の効率化及び利便性の向上を推進

2 － 2 金室
 海外から 来ら れる方にと っ ては、 県域は関係ないため、 他県と も 連携し 、 面と し
てブラ ンディ ングし ていく 必要がある。

○
（ 戦略の基本的な考え
方）

（ ※他県連携の推進）
 国やリ ニア中間駅設置県などの他の自治体、 特に隣接する長野県木曽地域や愛知県
西三河地域などと 積極的に連携を図る

2 － 3 金室

 宿泊施設の不足は課題であるが、 大規模宿泊施設の誘致に限ら ず、 地域内に点在
する小規模宿泊施設を一体的に活用する分散型ホテルの考え方や、 セント ラ ル
キッ チン、 清掃、 予約管理等のバッ ク ヤード 機能の共有により 、 コ ンパク ト な宿
泊施設の運営を可能と し ている地域事例も 参考になる。 リ ニア開通工事期間中の
見学需要などを契機に、 まずは日帰り 来訪を促し 、 その後、 滞在時間の延長や宿
泊環境の整備へと つなげるなど、 段階的な誘客・ 受入戦略があると よい。

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 まずは日帰り 来訪を促す取組を推進し 、 次に県内での滞在時間を増やす取組、 さ ら
に宿泊環境の整備に繋げるなど、 段階的な取組を推進すると と も に再訪し ても ら う
よう な交流人口拡大のための取組を推進

3 － 1 倉内
 東濃・ 可茂圏域から 県内に広げていく には、 リ ニア岐阜県駅から どこ に、 どう
やっ て行っ ても ら いたいかを考えるべき 。 下呂は最も ポテンシャ ルがあり そこ へ
のアク セスのため、 広域の幹線バス等の二次交通の整備が非常に重要。

○
３  まちの魅力を 高める
基盤整備

❸ リ ニア駅等を 起点と
し た公共交通ネッ ト ワー
ク の充実

 リ ニア開業により 生じ るリ ニア岐阜県駅、 名古屋駅、 岐阜羽島駅などを起点と し た
新たな人流や交通ニーズへの対応及び地域を支える公共交通の維持・ 確保のため、
自動運転など新技術の活用や広域バス路線の創出など、 リ ニア岐阜県駅から の二次
交通を含めた公共交通の効率化及び利便性の向上を推進

○
３  まちの魅力を 高める
基盤整備

❶ リ ニア岐阜県駅及び
駅周辺の整備

 リ ニアで訪れた人が「 別世界」 に来たと 感動するよう な、 こ の地域ら し い豊かな自
然と 歴史・ 文化を生かし た景観を有すると と も に、 隣接するＪ Ｒ 美乃坂本駅の機能
強化など、 機能的で利便性の高いリ ニア岐阜県駅及び駅周辺の整備を推進

○
３  まちの魅力を 高める
基盤整備

❸ リ ニア駅等を 起点と
し た公共交通ネッ ト ワー
ク の充実

 リ ニア開業により 生じ るリ ニア岐阜県駅、 名古屋駅、 岐阜羽島駅などを起点と し た
新たな人流や交通ニーズへの対応及び地域を支える公共交通の維持・ 確保のため、
自動運転など新技術の活用や広域バス路線の創出など、 リ ニア岐阜県駅から の二次
交通を含めた公共交通の効率化及び利便性の向上を推進

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 歴史・ 伝統文化、 産業観光を中心と し た観光誘客について、 自然を生かし たアウト
ド ア体験と 連動さ せながら 、 通年楽し めるよう な広域周遊・ 体験型観光プログラ ム
を開発し 、 関係事業者等と 連携し た一体的なプロモーショ ンを推進

○
３  まちの魅力を 高める
基盤整備

❸ リ ニア駅等を 起点と
し た公共交通ネッ ト ワー
ク の充実

 リ ニア開業により 生じ るリ ニア岐阜県駅、 名古屋駅、 岐阜羽島駅などを起点と し た
新たな人流や交通ニーズへの対応及び地域を支える公共交通の維持・ 確保のため、
自動運転など新技術の活用や広域バス路線の創出など、 リ ニア岐阜県駅から の二次
交通を含めた公共交通の効率化及び利便性の向上を推進

3 － 4 倉内  リ ニア中間駅を持つ他の自治体と の連携を検討し ていく と よい。 ○
（ 戦略の基本的な考え
方）

（ ※他県連携の推進）
　 国やリ ニア中間駅設置県などの他の自治体、 特に隣接する長野県木曽地域や愛知
県西三河地域などと 積極的に連携を図る

3 － 5 倉内
 リ ニアの関連工事で県内に入っ ている人も いるため、 工事が終わっ ても そこ に住
んでいただけると よい。

○
２  首都圏・ 関西圏の生
活圏と し て、 働き 住んで
も ら える まち

❶ 関係人口の創出、 移
住・ 二地域居住の推進

 リ ニア関連工事のため県内に住まわれた方々が、 工事後も 岐阜県に残っ ていただけ
るよう な取組を推進

意見委員番号 骨子
素案
反映

－3

－2

 リ ニア岐阜県駅から 、 観光や宿泊をし て、 岐阜羽島駅まで周遊さ せるこ と は県と
し て非常に効果が高い。 濃飛横断自動車道ができた時に、 どう やっ て回っ ても ら
う のかを同時に考えていく 必要がある。

倉内3－3

具体的な記載（骨子素案）
反映箇所

 普通列車し か停車し ないＪ Ｒ 美乃坂本駅をどのよう に活用し 、 どう いっ た機能を
持たせるかも 非常に重要。

倉内2

 リ ニア岐阜県駅を起点と する発想だけでなく 、 東京方面から のリ ニア利用者、 名
古屋駅から の来訪者、 中部国際空港から の訪日客、 既存鉄道・ 道路等を利用する
来訪者など、 複数のゲート ウェ イ から 同駅周辺へどう 結節さ せるかと いう 視点が
重要である。 そのう えで、 ゲート ウェ イ ごと の想定客層や移動経路、 周遊テーマ
を整理し 、 タ ーゲッ ト に応じ た対策を検討する必要がある。

金室1

資料２
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意見委員番号 骨子
素案
反映

具体的な記載（骨子素案）
反映箇所

4 － 1 竹内
 個々の観光資源を更に磨いていく 必要がある。 例えば中津川市の明治座と いう 芝
居小屋では、 地歌舞伎だけでなく 音楽イ ベント も 開催さ れる。 こ う いう も のも ブ
ラ ッ シュ アッ プできると 思う 。

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❶ 地域資源（ 自然や
食、 伝統文化など） の発
掘・ 選定・ 強化

 県内市町村や事業者等と 緊密に連携し 、 山や川、 温泉などの豊かな自然、 飛騨牛や
鮎、 栗き んと んなどの食、 中山道や地芝居、 戦国武将、 祭り などの歴史・ 伝統文
化、 広域から の誘客が見込まれる音楽フ ェ スなどのイ ベント など、 岐阜県なら では
の地域資源の磨き 上げや情報発信を推進

4 － 2 竹内
 宿泊施設は足り ないと いう より 、 無いのだと 思う 。 県内では、 通年で観光が成り
立たないよう な場所が多いので、 宿泊施設を充実さ せていく こ と は難し い。 岐阜
県の宿泊をどう 作っ ていく のかと いう 視点が計画に盛り 込まれると よい。

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 まずは日帰り 来訪を促す取組を推進し 、 次に県内での滞在時間を増やす取組、 さ ら
に宿泊環境の整備に繋げるなど、 段階的な取組を推進すると と も に再訪し ても ら う
よう な交流人口拡大のための取組を推進

4 － 3 竹内

 リ ニア岐阜県駅や中部総合車両基地の工事現場は、 高度成長期を思わせる大規模
開発であり 、 ぜひ小学生などに見ても ら う と よい。 工事はすべてう まく いっ てい
るわけではないので、 そう いっ た困難を理解し 、 どう 克服し ていく かについて、
中・ 高校生に学んでも ら いたい。 気運を醸成するためには、 こ う いっ た小・ 中・
高校生の視察を充実さ せると よい。

○
【 共通認識】  県民と と
も に描く 未来への機運づ
く り

❷ 県民と と も にまち づ
く り を 考える 機会の創出

 リ ニア建設現場の見学会や開業効果をテーマと し た出前講座、 リ ニアを活用し たま
ちづく り を考えるシンポジウムの開催、 小・ 中学生向けのリ ニアへの理解を深める
副読本などの作成など、 特に若い世代のシビッ ク プラ イ ド を高める取組を推進

4 － 4 竹内
 車両基地ができ るこ と が岐阜県の最大の特徴。 車両基地、 駅、 道路の開発全体を
通し て、 開通まで、 関心を集めていく ための取組を進めるべき 。

○
【 共通認識】  県民と と
も に描く 未来への機運づ
く り

❷ 県民と と も にまち づ
く り を 考える 機会の創出

 リ ニア建設現場の見学会や開業効果をテーマと し た出前講座、 リ ニアを活用し たま
ちづく り を考えるシンポジウムの開催、 小・ 中学生向けのリ ニアへの理解を深める
副読本などの作成など、 特に若い世代のシビッ ク プラ イ ド を高める取組を推進

○
２  首都圏・ 関西圏の生
活圏と し て、 働き 住んで
も ら える まち

❷ 医療・ 介護体制の整
備

 将来の医療需要を見据えた医療提供体制の構築、 医師偏在対策の促進を図ると と も
に、 介護現場の人材の確保・ 生産性の向上を推進

○
２  首都圏・ 関西圏の生
活圏と し て、 働き 住んで
も ら える まち

❸ 子育て支援体制の整
備

 保育所や放課後児童ク ラ ブの待機児童解消のための人材確保対策など、 安心し て子
育てができ る体制整備を推進
 小・ 中学生等への木育プログラ ムの実施や、 県外も 含めたリ ニア沿線市町村等への
森林環境教育プログラ ムの提供、 県内進出企業と 連携し たぎふ木育指導者の活用な
ど、 「 ぎふ木育」 の取組を推進

5 － 2 谷口
 中津川市や恵那市、 伊那市、 飯田市は文化的に似ていると こ ろ があるので、 広域
的な視点で連携し ていけると よい。

○
（ 戦略の基本的な考え
方）

（ ※他県連携の推進）
 国やリ ニア中間駅設置県などの他の自治体、 特に隣接する長野県木曽地域や愛知県
西三河地域などと 積極的に連携を図る

5 － 3 谷口
 県民参加の視点が必要。 大人だけでなく 、 小学生など次代を担う 世代のシビッ ク
プラ イ ド 醸成につなげるため、 教育委員会と 連携し て、 副読本の作成や工事現場
の見学ができ ると よい。

○
【 共通認識】  県民と と
も に描く 未来への機運づ
く り

❷ 県民と と も にまち づ
く り を 考える 機会の創出

 リ ニア建設現場の見学会や開業効果をテーマと し た出前講座、 リ ニアを活用し たま
ちづく り を考えるシンポジウムの開催、 小・ 中学生向けのリ ニアへの理解を深める
副読本などの作成など、 特に若い世代のシビッ ク プラ イ ド を高める取組を推進

6 － 1 三井

 2024年の中津川の人流データ では、 前泊は名古屋やセント レアで、 後泊は下呂や
高山と なる傾向。 台湾の方は馬籠宿に寄るがそのまま通過し てし まう 。 オースト
ラ リ ア、 スペイ ン、 イ タ リ アなどは中津川に泊まっ ているが、 宿泊施設が足ら
ず、 すべてを賄いきれていない。

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 まずは日帰り 来訪を促す取組を推進し 、 次に県内での滞在時間を増やす取組、 さ ら
に宿泊環境の整備に繋げるなど、 段階的な取組を推進すると と も に再訪し ても ら う
よう な交流人口拡大のための取組を推進

6 － 2 三井  リ ニアが開業し た時に、 宿泊も 周遊も できるよう にし ていく 必要がある。 ○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 歴史・ 伝統文化、 産業観光を中心と し た観光誘客について、 自然を生かし たアウト
ド ア体験と 連動さ せながら 、 通年楽し めるよう な広域周遊・ 体験型観光プログラ ム
を開発し 、 関係事業者等と 連携し た一体的なプロモーショ ンを推進
 まずは日帰り 来訪を促す取組を推進し 、 次に県内での滞在時間を増やす取組、 さ ら
に宿泊環境の整備に繋げるなど、 段階的な取組を推進すると と も に再び訪れても ら
えるよう な取組を推進

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❶ 地域資源（ 自然や
食、 伝統文化など） の発
掘・ 選定・ 強化

 歴史や伝統文化、 地場産業を主なテーマと し た「 東美濃歴史街道協議会」 など、 共
通のテーマのも と 、 関係者が一体と なっ た取組を推進

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❸ 周遊促進、 宿泊の創
出

 リ ニア岐阜県駅を起点と するこ と に加え、 名古屋駅、 岐阜羽島駅、 空港、 既存鉄
道・ 道路など様々なゲート ウェ イ から 訪れる観光客層、 移動経路、 周遊テーマを整
理し 、 タ ーゲッ ト に応じ た観光誘客を推進

7 － 2 森下  観光客の数と 観光の質のバラ ンスをう まく と っ ていく こ と が重要。 ○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

（ 方向性）

 そのため、 県内各地に点在する自然や食、 伝統文化などのこ こ でし か体験でき ない
魅力を更に磨き上げると と も に、 国内外に発信するなど、 観光の質と 観光客数のバ
ラ ンスを図り ながら 取組を推進するほか、 交通ネッ ト ワーク で各地を結び、 周遊性
を持たせていく 取組を推進。

7 － 3 森下

 体験観光は従来の見る観光と 比べると 、 手間がかかるため人手と 人材が必要にな
る。 「 『 リ ニア岐阜県駅を核と し た東濃・ 可茂圏域のまちづく り 』 の具体的な方
向性」 の「 ２  首都圏・ 関西圏の生活圏と し て、 働き 住んでも ら えるまち」 と リ ン
ク するが、 人材の育成・ 確保も 同時に進める必要がある。

○
１  国内外から 訪れても
ら えるまち

❷ 農林業体験やアウト
ド ア活動を 楽し む環境整
備

 体験型観光に携わる人材の育成・ 確保を推進

 県が公表し ている「 『 リ ニア岐阜県駅を核と し た東濃・ 可茂圏域のまちづく り 』
の具体的な方向性」 に、 子育てや医療が入っ ているのはよい。

5 － 1 谷口

 岐阜のブラ ンド 、 売り を明確化すべき 。 観光は関係者が大変多く 、 それぞれが違
う イ メ ージを持っ ていると 前進し ない。 大き なテーマでよいので掲げ、 関係者皆
で同じ 方向に向かっ ていく こ と が重要。

森下1－7


